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2040年に向けた真庭圏域地域医療

構想調整会議の進め方について

令和８年３月３日（火）

岡山県真庭保健所

令和７年度第２回真庭圏域地域医療構想調整会議資料



今回の会議の目的

2040年に向けた地域医療構想策定について

今後の真庭圏域地域医療構想調整会議の

進め方を共有する
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これまでの地域医療構想調整会議について

2025年に向けた地域医療構想



令和7年度第１回
真庭圏域地域医療構想調整会議

■開催日： 令和7年8月6日（水）

■内容：１） ２０２５年の地域医療構想について

２） 各医療機関から今後の入院医療提供の

方向性について

３） 意見交換

■目的： 真庭圏域における医療需要を

もとに入院医療の提供体制を

完結する

■結果： 2025年の地域医療構想を確定
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2025年の
地域医療構想
を確定しました



●各病院、有床診療所から今後の入院医療提供体制（病床機能別）

について発言いただいたが、今より医療提供を増やしていく方向性

の医療機関はなかった。

●人口減少とともに診療内容についても縮小傾向にならざるを得な

い。

●真庭圏域の各医療機関において、それぞれの持てる医療内容を

最大限に発揮し、連携していくことが大切という認識を共有した。

●真庭の現状、将来ともに、真庭圏域内で医療を提供できていない

疾患については疾患に応じて、岡山市内、倉敷市内、津山市内の病

院で受け入れてもらえるようあらかじめ調整が必要である。

真庭圏域地域医療構想調整会議の結果(2025年）

R8.1.30 令和７年度第２回岡山県地域医療構想調整会議
「各構想区域における取組と成果等」（資料３）のうち真庭保健所提出資料から抜粋
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真庭圏域の病床配置とあるべき医療体制についての結論

2025年のあるべき医療体制
・医療機関の安定的な経営（医療の継続的な提供ができる）を守る
・現状で提供できている診療行為の内容・件数以上には提供できない
・今後、現状で提供できている診療行為の内容・件数を縮小する方向性
・真庭圏域内で提供できない医療行為はその件数を明示し、他の医療圏

にゆだねる

【参考】必要病床数
［地域医療構想策定支援ツールから］Ｈ26年からの

増減

病 床 数
（７月１日現在［病床機能報告］）

Ｒ7(2025)年Ｈ25(2013)年Ｒ6 (2024)年Ｈ26 (2014)年区 分

２５２６０００高度急性期

１５７１６３▲２５４１２８３８２急性期

１７５１８０２０５２６０５５回復期

１０６１５５▲１２６９６２２２慢性期

－－▲ １９０１９休棟等

４６３５２４▲１９４４８４６７８計

R8.1.30 令和７年度第２回岡山県地域医療構想調整会議
「各構想区域における取組と成果等」（資料３）のうち真庭保健所提出資料から抜粋
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これからの地域医療構想調整会議について

20４０年に向けた新たな地域医療構想



「新たな地域医療構想」について

・入院医療だけではなく、

外来医療・在宅医療、

介護との連携、人材確保等を含めた

地域の医療提供体制全体の課題解決を

図る地域医療構想へ

・精神医療を地域医療構想に位置付ける
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9（厚生労働省）R7.10.15. 第５回地域医療構想及び医療計画等に関する検討会資料より抜粋

新たな地域医療構想について



（厚生労働省）R8.1.28. 第10回地域医療構想及び医療計画等に関する検討会 資料１より抜粋 10



11（厚生労働省）R8.1.28. 第10回地域医療構想及び医療計画等に関する検討会 資料１より抜粋



R8.1.30. 令和７年度第２回岡山県地域医療構想調整会議 資料１より抜粋 12



13R8.1.30. 令和７年度第２回岡山県地域医療構想調整会議 資料１より抜粋



14（厚生労働省）R8.1.28. 第10回地域医療構想及び医療計画等に関する検討会 資料１より抜粋
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地域医療構想調整会議の進め方

Ⅰ需要の推計

Ⅱ需要に対し、この地域において現状で
提供できているサービス量(供給)を可視化

Ⅲこの地域の問題・課題を抽出

Ⅳ皆さんで検討していただく

結
果
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保健所
で作業

現状把握

データの確認・
分析



Ⅰ 需要の推計

Ⅱ 現状で提供できているサービス量(供給)の可視化

各種データをみなさんから提供いただき、基礎データに
します!!
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＜（例）高齢者救急に関して提供いただきたいデータ＞

・高齢者の人口分布について ・・・ 市村より
人数 （65歳以上）、高齢者世帯数、居住地域、高齢者独居数等）

・高齢者に多い疾患、傷病の情報 ・・・ KDBデータ、医療機関保有データ
心筋梗塞、脳梗塞、肺炎、窒息、大腿骨骨折等の救急搬送を要する症例
数データ

・救急搬送実績 ・・・ 消防より
搬送件数・年齢、疾患、傷病別等

・救急患者の受入れ実績 ・・・ 医療機関より
自院で治療した件数、転送した件数およびその理由等
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①需要と供給の差分から課題を見い出す

②見い出した課題をロジック分析し、真の問題点を抽出

③真の問題点をデータを用いて検証

保健所

④保健所での検討結果（真の問題点）を基に協議

Ⅳ 皆さんで検討していただく

※ 各テーマごとに、I～ Ⅳを繰り返し行い、
⇒ 「真の問題点」を明確にし、改善策を検討する。

（一度にはできない。時間を要する）

Ⅲ 問題・課題の抽出

地域医療構想調整会議



今回は「救急医療体制」を例に

検討の流れをご紹介します
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◆「真庭圏域」とは・・・真庭保健所管内（真庭市・新庄村）をいう。

◆「傷病程度」とは・・・救急隊が傷病者を医療機関に搬送し、初診時における医師の診断
に基づき、下記の５つに分類しているもの。

＜傷病程度に基づく分類＞
(1) 死 亡：初診時において死亡が確認されたもの。
(2) 重症（長期入院）：傷病程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。
(3) 中等症（入院診療）：傷病程度が重症または軽症以外のもの。
(4) 軽症（外来診療）：傷病程度が入院加療を必要としないもの。
(5) そ の 他：医師の診断がないもの及び傷病程度が判明しないもの、並

びにその他の場所に搬送したもの。

※なお、傷病程度は入院加療の必要程度を基準に区分しているため、骨折等で入
院の必要はないが、通院による治療が必要な者は軽症として分類されている。
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＜参考＞用語の定義
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【救急医療体制】真庭圏域の応需状況

資料： R6 真庭市消防本部提供データから真庭保健所作成
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搬
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数

現状把握



【救急医療体制】真庭圏域の応需状況

資料： R6 真庭市消防本部提供データから真庭保健所作成 22
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（例）「救急医療体制」
原因追究型ロジック分析

【課題】

圏域内で十分な応需ができていない

データの確認・
分析



ロジック分析により得られた
真の問題点（仮説）の例～救急医療体制～

【例】
〇 重症度の高い症例に医療機関側が対応できていない?

〇 夜間休日に即時に放射線検査等ができない?

〇 宿日直許可の制度上、夜間休日の対応ができない?
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データの確認・
分析
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真の問題点（仮説）
例： 重症度の高い症例に医療機関側が対応

できていない

抽出した「真の問題点」（仮説）を検証する
ための情報収集・データ分析

（例）「救急医療体制」

データの確認・
分析



【救急医療体制】真庭圏域の応需状況

真庭圏域の応需状況（傷病程度別）(Ｒ６年）
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資料：消防庁「統計調査系システム」における「救急・ウツタイン調査業務」データ（県消防保安課提供）から真庭保健所作成
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データの確認・
分析



例 「救急医療体制」をもとに協議

・ 各医療機関の現状と課題、解決に向けた意見等

・ 医療機関以外の委員からの意見
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区域ごとの
議論


